
１．荷重／変形／応力／ひずみ

a.

b.

c.　 ・降伏荷重：

 　  ・伸び量　：

d.　 50 cm の鉄筋は 100 cm の鉄筋に比べて，伸び量は 1／2 ，降伏荷重は同じ

e.   曲げ強度／引張強度                        1.8 倍

    （もとになる圧縮強度    に関係なく，求めることができる）

f.　 弾性係数は，コンクリート＜アルミニウム＜鋼材

２．曲げ部材の解析と設計

①　既出題の結果：                                       を用いて，

　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　（材料応力と載荷する曲げモーメントは比例関係にある）
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必要とする鉄筋断面：

        　　　　　　　　とするには        　　　　　　　とする必要がある

変更例：

　　・＃1：　　       　　：　　                ，

　　・＃2：　　　　　　　　　 ：　　             　　，

　　・＃3：　　　　　　　　　 ：　　             　　，

３．

①　　　　　　　　　　  　をそのまま用い，

②　L=　8　m の場合　　，　　　　　　　　　　　　　　（問題 6.2をそのまま用いる）

　　　　　　　　　　　となることから，この場合の破壊モードは，曲げ破壊となる

③　　　　：　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となることから

　　　　　　　：

　　　　　　　：　軸力が作用していないので，
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